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200号を迎えて

ヨシナカ新聞、今月号で200

号を迎えました。2005年4月に

創刊号を発刊してから16年と

７ヵ月、よくここまで続いた

なと思う気持ちと、あっとい

う間だったような複雑な気持

ちです。

改めて創刊号を読んでみま

すと、顧客様が弊社の製品を

忘れずにいてくださるように

との願いから新聞を発行する

ことにしたという様なことを

書いています。その後、初心

がどこかに行ってしまった感

も否定出来ず、内容も変化し

ていってますので、その願い

が叶っているかどうはわかり

ませんが、こうして続けられ

ていることは皆さまのお陰だ

と大変感謝しています。今後

とも弊社及びヨシナカ新聞の

ご愛顧、どうぞ宜しくお願い

いたします。
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赤とんぼは何の種類?

秋の歌、童謡だけでも「小さい秋み

つけた」「夕焼け小焼け」「里の秋」

「真っ赤な秋」「旅愁」など、いく

つもの曲がありますが、今回は「赤

とんぼ」を取り上げます。

作詞は三木露風で、自身の幼児体

験を思い浮かべながら作ったと言わ

れています。真っ赤な夕焼けの中に

赤とんぼがいる様や乳母をしてくれ

た女性がお嫁に行き、行方もわから

ない。情景の美しさと哀愁が表現さ

れています。それではここで登場す

る赤とんぼ、いったいどんなとんぼ

なのでしょうか。

そもそもとんぼはたまご→幼虫→

成虫と成長していき、幼虫の時はヤ

ゴと言われて淡水の中で過ごす不完

全変態の昆虫です。全世界には約千

種類いるとされ、日本には二百種類

近くが分布していると言われていま

すが、その中に赤とんぼという種類

はありません。実は赤とんぼという

言葉、定義が様々で秋あかねという

秋に赤くなるとんぼのみを指す場合

もあれば、とんぼ科あかね族に属す

るとんぼを総称して赤とんぼと呼ん

だり、あかね族以外の赤いとんぼや

黄色っぽい色のウスバキトンボも含

めてそう呼ぶこともあるそうです。

つまり、赤とんぼという言葉だけ

では何の種類のとんぼなのかはわか

らず、論争になったことがあったそ

うです。秋に赤くなる秋あかねだろ

うという説があったそうなのですが、

この秋あかねは夕方にはあまり飛ば

ないという習性があり、歌と矛盾し

てしまいます。そのため、黄色っぽ

いウスバキトンボだったのではない

かという説が上がったそうです。こ

れは作詞家の三木露風が兵庫県出身

で西日本ではウスバキトンボの方が

赤とんぼとして一般的だからだとか。

しかし、三木が幼少時には北海道北

斗市に住んでいたため、やっぱり秋

あかねじゃないかという説もあるそ

うです。

秋あかねは11月まで、中には12月

初旬まで見られることもあるそうで

す。秋の風物詩と言える美しい夕焼

けと赤とんぼ、久しぶりに見たくなっ

てきました。

特殊鋼豆知識

炭素工具鋼、Crの役目

炭素工具鋼は、JISではSK60(0.55

～0.65%C)からSK140(1.30～1.50%C)

まで、炭素含有量によって11種類の

鋼種が規定されています。

炭素含有量が多い鋼種はやすりや

刃物など硬さを最重視するものに用

いられており、刻印やプレス型など

じん性まで強く要求される工具類に

は炭素含有量の少ない鋼種が適して

います。

ただし、炭素以外の合金元素は添

加されていませんから焼入性が悪い

ため、大型の工具には不向きです。

そのため一般に製造されている炭

素工具鋼には0.3%程度のクロム(Cr)

が添加されており、SK材相当品とし

て販売されています。このCrの添加

は、焼入性の改善だけでなく耐摩耗

性やじん性に対しても有効に作用し

ますので0.3%以上添加されることも

あります。

ちなみに、化学成分的にSK140にCr

を0.20～0.50%添加した鋼種がSKS8と

して合金工具鋼の中に規定されてい

ます。


